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矢崎I遣跡第2次発掘調査報告書

ほ場整備一関第2地区関連遺跡発掘調査



序

本県には、旧石器・細文時代の遺跡をはじめとする各時代の遺跡が約12，500

ヶ所も確認されています。これらの先人の残した文化遺産を保存し、後|趾に伝

えていくことは、県民に課せられた咽大な資務であります。

一方、広大な面積を有する本県の大部分は山地であり、地域|刑発に伴う社会

資本の充実もまた璽要な一施策であります。

このような埋蔵文化財の保謹・保存と開発の調和も今u的課題であり、当特

手県文化振興事業団は埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育委員会の指導

と調整のもとに開発事業によってやむなく消滅する遺跡の発掘澗在を行い、記

録保存する措個をとって参りました。

本報告書は一関ほ場獲備邪業に関連して、平成13年度に調盃した矢崎I遺跡

第2次調査の結果をまとめたものです。調査の結果、繩文時代前期の竪穴住

居・土坑、縄文時代後期の竪穴住居状遺櫛・土坑などが検出され、その時代の

繩文土器や石器類が出土しております。また、10世紀ごろにかけて作られた平

安時代の竪穴住居状遺柵・1:坑・淌跡が検出され、土師器・須忠器・耳皿・羽

にI ･鉄製品・鉄津・鍛造刺ハ･などが出土しております。

この報告書が広く活用され、埋蔵文化財に対する理解の一助となれば幸いで

す。最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報佇誹作成にご援助．ご協

力賜りました一関地方振興励一IMI胆村整術事務所・平泉教行委貝会をはじめ、

関係各位に対しまして心より感謝申し上げます。

平成15年1月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事良合 HI 武
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1．本報告香は、岩手県西磐井郡平泉町長儲字122-4に所在する矢崎I遺跡（第2次調査）の発掘調査結

果を収録したものである。

2．発掘調査は、一関第2地区ほ場路燗に伴い遺跡の一部が消滅するため、記録保存を目的として実施し

た緊急発掘調査である。調査は岩手県一関地方振興局一関農村整備事務所と岩手県教育委員会事務局

文化課の協識を経て、（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが担当した。

3．岩手県遺跡登録台帳登賊の遺跡稀号は、 NE76-0283、澗汽時の逝跡略号がYZI-01-02である。

4．掘調査の期間・担当者・対象面積は、次のとおりである。

平成13年4月13日～lO月5日／岩淵計・金野進/4,500m2

5．室内整理の期|Ⅲ．担当者は、次のとおりである。

平成13年ll月1日～平成14年3月31日

6．分析・鑑定は、次の方々及び機関に依頼した。（敬称略）

石器・石製品の石材鑑定矢内圭三・柳沢忠昭（花崗清研究会）

鉄津の科学分析岩手県立博物館赤沼英男

鉄製品の保存処理岩手県立博物館

黒曜石分析鑑定京都大学原子炉実験室藁科哲夫

7．基箪点測賦及び空中写真搬影は、次の機関に委託した。

基準点測通 （株）アクト技術開発

空中写真撮影 （株）東邦航空

8．野外調査及び室内整理・報告香作成にあたり、次の方々ならびに機関から指獅・助言・御協力をいた

たいた。（敬称略）

中村英俊（岩手県教育委員会)、平泉教育委員会

9．野外調査では、地元平泉町および一関市・東山町の方々に協力していただいた。

lO.本番の作成は、遺櫛分が金野進、週物分（側文時代；金野進古代；器渕計）が分担執鋪してい

る。

ll.遺構・遺物の表現方法は、第8図（遺櫛）及び第6図（土器凡例図）第7図(石器凡例図)に凡例を示し

ている。

12.本書では､国土地理院発行の以下の地図を使用している。

1/25,000 (一関）

13.調査で得られた出土遺物および調査に関わる諸記録は、岩手県立埋蔵文化財センターで保管している。

14,調査成果の一部については、現地説明会資料及び岩手県埋蔵文化財発掘調査略報（平成13年座）郡に

おいて公表しているが、本書の記栽内容と異なる場合は本書の記職内容が優先する。


















































































































































































